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国前寺の縁起 鷺‐「l):‐ 7‐ 9‐ ta.ti

国前寺は、暦応三年 (1340)日 蓮宗の僧日像に師事した暁忍坊によって開かれ、は
じめ暁忍寺と称したが、江戸初期の明暦二年 (1656)に 、二代藩主浅野光晟室満姫 (豊
臣秀吉の姻戚当る、法名 。自昌院殿英心日妙)が菩提寺としたことから、寺名を現在の自
昌山國前寺と改めた。・

歴代住職は、現在までに三十八代を数え (別記)、 同寺は安芸地方における日蓮宗寺院
の中でも古い寺院として著名である。

なお、日像師は、日蓮宗の開祖日蓮の直弟子の一人として、若年にしてとくに嘱望され、
日蓮臨終の際にとくに法華経の布教に専念するよう託された。そのために日本全国を行脚
し、安芸国に来て、当時海岸にあった尾長山の麓の草庵に住む「暁忍」と会い、暁忍が法
華経の信仰に帰依したことから本寺を開いたものである。
別添の「  」は、ぃまも国前寺に残る日像の筆になるものである。
国前寺は、日蓮以来の不受不施 (他宗の者からの施しものを受け取らず、亦渡さない)
の信条を厳格に貫いたため、同様の考えの寺院とともに幕府から弾圧を受けた。そして前
記自昌院等の庇護にかかゎらず、遂に寺領没収となったが、信者等の強い支持のもと、明
治維新まで、一部建物の縮少 。撤去にはあったものの生き延びてきた。
また 1945年 には原爆により (2.6kmの 距離)家屋が傾斜、尾根や庇の一部が吹
き飛んだ。信徒の多くも被災したので、彼らの生活が漸く旧に復した被爆 30年後になっ
てはじめて、国前寺は寄付を募り、復旧に着手・完了した。 1986年 には、その建物は
重要有形文化財の指定を受けている。

現在の寺地は、広島駅北口より北東約 60omに 位置し、広島市街を一望する東区山根
町の尾長山の尾根を削り取った大地に南面し、約 800o坪 (25, Ooom2)の 寺域
を構えている。
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